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三
機
工
業
は
１
月
25
日
、

ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ポ
ン
社
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
Ｏ
ｘ
ｙ
Ｍ
ｅ
ｍ
社

と
、
日
本
の
公
共
下
水
道
市

場
に
お
い
て
水
処
理
装
置
Ｍ

Ａ
Ｂ
Ｒ
の
独
占
販
売
契
約
を

締
結
し
た
と
発
表
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
は
中
空
糸
膜
を

束
ね
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
中

空
糸
膜
の
外
側
表
面
に
生
物

膜
を
形
成
さ
せ
、
生
物
膜
に

直
接
酸
素
を
供
給
す
る
こ
と

で
、
有
機
物
処
理
、
硝
化
脱

窒
処
理
を
行
う
。

　

曝
気
な
ど
が
不
要
で
、
酸

素
供
給
に
必
要
な
送
風
電
力

を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
高
い
。

中
空
糸
膜
に
微
生
物
が
定
着

す
る
こ
と
で
生
物
保
持
能
力

が
高
く
、
高
速
で
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
既
設
の
反

応
タ
ン
ク
に
設
置
す
る
こ
と

も
で
き
る
た
め
、
簡
単
な
改

修
で
処
理
能
力
を
増
強
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

　

水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
に
所
属
す

る
、
技
能
五
輪
・
国
際
大
会

（
水
技
術
職
種
）の
２
０
２
２

年
ド
イ
ツ
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
の
山
﨑
翼
氏
と
、
今
年
９

月
に
開
催
予
定
の
フ
ラ
ン
ス

大
会
日
本
代
表
に
選
考
さ
れ

た

島
旺
亮
（
お
う
す
け
）

氏
が
１
日
、
川
越
市
役
所
を

表
敬
訪
問
し
た
。
両
氏
は
川

越
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て

い
る
。
同
社
の
安
田
真
規
・

代
表
取
締
役
社
長
と
と
も
に

市
庁
舎
を
訪
れ
た
２
人
は
、

ド
イ
ツ
大
会
で
の
メ
ダ
ル
獲

得
の
報
告
と
フ
ラ
ン
ス
大
会

へ
の
意
気
込
み
を
話
し
た
。

　

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
、

職
業
訓
練
の
振
興
と
青
年
技

術
者
の
国
際
親
善
を
図
る
た

め
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て

い
る
。
水
技
術
職
種
で
は
、

上
水
道
・
下
水
道
・
し
尿
処

理
に
関
す
る
知
識
や
技
能
が

問
わ
れ
、
出
場
資
格
は
満
25

歳
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
田
社
長
は
「
技
能
五
輪

は
前
回
大
会
か
ら
当
社
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
ま
ず
は
雰
囲
気
を
感
じ

て
次
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
銅
メ

ダ
ル
獲
得
と
非
常
に
頑
張
っ

て
く
れ
た
。
今
年
の
大
会
で

も
日
本
代
表
に
選
考
さ
れ
ま

し
た
。
良
い
成
績
が
収
め
ら

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
な
る
分
野
を

フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
全

社
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
」
と
２
人
を
紹
介
。

　

山
﨑
氏
は
「
私
が
出
た
大

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
当

初
の
中
国
・
上
海
で
の
開
催

か
ら
分
散
開
催
と
な
り
、
水

技
術
は
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
競
技
で
は
、
ポ
ン

プ
な
ど
の
機
械
整
備
の
ス

ピ
ー
ド
や
正
確
性
が
問
わ
れ

た
り
、
水
質
分
析
な
ど
、
水

を
管
理
す
る
上
で
、
基
本
的

な
知
識
が
問
わ
れ
た
り
し
ま

し
た
。
水
技
術
の
職
種
で

は
、
女
性
選
手
の
活
躍
も
目

立
っ
て
い
ま
し
た
」
と
報

告
。

島
氏
は
「
今
回
は
全

て
の
競
技
が
フ
ラ
ン
ス
の
リ

ヨ
ン
に
一
斉
に
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
る
た
め
、
前
回
大
会

よ
り
さ
ら
に
規
模
は
大
き
く

な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

観
客
も
た
く
さ
ん
い
る
中

で
、
注
目
さ
れ
な
が
ら
の
競

技
と
な
る
た
め
、
緊
張
も
あ

る
の
で
す
が
、
今
そ
れ
に
向

け
て
訓
練
を
進
め
て
い
ま

す
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

川
合
善
明
・
川
越
市
長
は

「
山
﨑
さ
ん
は
、
第
46
回
技

能
五
輪
・
国
際
大
会
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た

島
さ

ん
は
今
度
の
技
能
五
輪
・
国

際
大
会
に
出
場
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
お
二
人

と
も
川
越
の
高
校
を
卒
業
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

川
越
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

が
、
こ
の
よ
う
な
分
野
で
活

躍
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

で
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
大

い
に
技
術
を
磨
い
て
社
会
の

た
め
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

産
学
連
携
で
膜
工
学
の
研

究
や
人
材
育
成
な
ど
を
推
進

し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
先

端
膜
工
学
研
究
推
進
機
構

は
１
月
19
日
に
第
４
回
特

定
テ
ー
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

26
日
に
第
７
回
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ

（Membrane Business
&
Tec

hnology 
Academy

）
講
座

を
、
神
戸
大
学
内
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
講
座
で
は
、
講
演
や
総
合

討
論
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

特
定
テ
ー
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、「
膜
分
離
と
固
液
分

離
」
を
テ
ー
マ
に
４
題
の
講

演
と
総
合
討
論
を
実
施
。
こ

の
中
で
、
片
桐
誠
之
・
名
城

大
学
理
工
学
部
教
授
は
「
閉

塞
濾
過
理
論
に
基
づ
く
膜

フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
特
性
の
評

価
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

片
桐
教
授
は
、
固

液
分
離
分
野
で
確
立

さ
れ
た
閉
塞
ろ
過
理

論
を
、
膜
分
離
分
野

に
適
用
し
た
膜
ろ
過

デ
ー
タ
の
解
析
手
法

と
と
も
に
、
デ
ー
タ

解
析
で
得
ら
れ
る
閉

塞
ろ
過
特
性
値
を
用

い
て
、
膜
特
性
と

フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
特
性

と
の
関
係
を
考
察
す

る
手
法
な
ど
を
紹

介
。
ま
た
、
膜
フ
ァ
ウ
リ

ン
グ
の
簡
易
評
価
法
と
し

て
、
新
た
な
指
標
の
Ｆ
Ｍ

Ｉ
（Fouling 

Mechanism 

Index

）
で
閉
塞
ろ
過
特
性

値
を
求
め
、
膜
ろ
過
挙
動
の

推
算
へ
つ
な
げ
る
手
法
な
ど

も
説
明
し
た
。

  

向
井
康
人
・
名
古
屋
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

の
講
演
「
膜
濾
過
で
形
成
さ

れ
る
ケ
ー
ク
の
評
価
と
制

御
」
で
は
、
膜
ろ
過
操
作
の

分
離
粒
子
が
ろ
材
表
面
上
に

堆
積
し
、
充
填
層
を
形
成
す

る
ケ
ー
ク
が
ろ
過
性
能
を
低

下
さ
せ
、
Ｍ
Ｆ
膜
や
Ｕ
Ｆ
膜

の
表
面
上
で
は
コ
ロ
イ
ド

ケ
ー
ク
を
形
成
し
、
適
切
な

制
御
が
不
可
欠
と
指
摘
し

た
。ま
た
、向
井
准
教
授
は
、

コ
ロ
イ
ド
ケ
ー
ク
の
諸
特
性

値
や
内
部
構
造
を
評
価
し
た

実
例
、
溶
液
環
境
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
た
研
究
例
な

ど
を
解
説
。
コ
ロ
イ
ド
ケ
ー

ク
の
強
制
排
除
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
ク
ロ
ス
フ

ロ
ー
ろ
過
法
を
は
じ
め
、
回

転
や
振
動
を
利
用
し
た
高
剪

断
型
ろ
過
法
な
ど
を
紹
介
し

た
。

  

Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ
講
座
で
は
、「
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
科
卒
業
生
の
活
躍
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
題
の
講
演
と

質
疑
応
答
・
討
論
を
実
施
。

こ
の
中
で
、
大
亀
敬
史
・
東

洋
紡
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
研
究
所

プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
基
盤
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
は
「
海
水

淡
水
化
市
場
の
概
観
と
高
分

子
吸
着
を
応
用
し
た
Ｒ
Ｏ
膜

の
開
発
事
例
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

  

大
亀
リ
ー
ダ
ー
は
、
主
力

製
品
の
中
空
糸
逆
浸
透
（
Ｒ

Ｏ
）
膜
が
海
外
で
多
数
実
績

が
あ
り
、
正
浸
透
（
Ｆ
Ｏ
）

や
浸
透
発
電
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）、

超
濃
縮
（
Ｂ
Ｃ
）
な
ど
に
よ

る
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
・
高
付

加
価
値
創
出
な
ど
ア
ク
ア
膜

事
業
の
新
展
開
を
説
明
。
海

水
淡
水
化
Ｒ
Ｏ
膜
の
採
用
が

中
東
湾
岸
諸
国
で
拡
大
す
る

一
方
、
環
境
負
荷
が
低
い
海

水
淡
水
化
プ
ロ
セ
ス
に
向

け
、
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
を
膜
素
材
と
し
た
超
薄
膜

化
技
術
を
用
い
て
、
耐
塩
素

性
と
耐
ア
ル
カ
リ
性
の
両
立

が
可
能
で
、
再
生
可
能
な
分

離
膜
構
造
を
実
現
。
今
後
は

実
用
化
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。

　

ベ
ル
テ
ク
ス
は
、
栃
木
営

業
所
を
１
月
22
日
付
で
北
関

東
営
業
所
へ
統
合
し
た
。
北

関
東
営
業
所
の
連
絡
先
は
次

の
通
り
。

　

▽
〒
３
０
７
―
０
０
０
１

栃
木
県
結
城
市
大
字
結
城
１

１
５
２
７
―
１
▽
電
話
０
２

９
６
―
33
―
８
２
２
８
▽
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
２
９
６
―
33
―
８
２

２
９

　

前
澤
給
装
工
業４

月
１
日
付

　

▽
執
行
役
員
東
日
本
担
当

兼
設
備
営
業
部
担
当
（
設
備

営
業
部
長
）
木
下
博
昌
▽
執

行
役
員
西
日
本
担
当
（
埼
玉

支
店
長
）
森
淳
▽
執
行
役
員

リ
ビ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
営
業
部
長
（
リ
ビ
ン
グ
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部

長
）
天
羽
将
大

　

▽
埼
玉
支
店
長
（
設
備
営

業
部
住
宅
設
備
営
業
課
長
）

坂
本
崇
▽
東
京
支
店
長
（
大

阪
支
店
長
）
寺
西
聡
▽
名
古

屋
支
店
長
（
名
古
屋
支
店
副

支
店
長
）
東
田
祐
輔
▽
大
阪

支
店
長
（
名
古
屋
支
店
長
）

吉
田
敏
也
▽
設
備
営
業
部
長

（
リ
ビ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
営
業
部
長
）
本
橋
将
一
▽

品
質
保
証
部
長
（
生
産
企
画

部
長
）
荻
野
真
二
▽
生
産
企

画
部
長
（
東
京
支
店
長
）
関

口
革
太
郎
▽
業
務
部
長
（
生

産
企
画
部
生
産
計
画
課
長
）

二
文
字
屋
孝

【
退
任
】（
６
月
26
日
付
）

▽
河
合
千
尋（
補
欠
監
査
役
）

　

Ｎ
Ｊ
Ｓ　
　

４
月
１
日
付

　

▽
上
席
執
行
役
員
管
理
本

部
副
本
部
長
技
術
管
理
担

当
（
上
席
執
行
役
員
開
発
本

部
長
）
川
﨑
達
▽
執
行
役
員

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
本
部

長
（
執
行
役
員
東
京
総
合
事

務
所
長
）
竹
田
功
▽
執
行
役

員
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
本
部

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
事
業
担

当
（
執
行
役
員
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
事
業
担
当
）
佐
藤
朝

夫
▽
執
行
役
員
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
本
部
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
部
長
（
執
行
役
員
イ

ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
開
発
担
当

開
発
本
部
ド
ロ
ー
ン
開
発
部

長
）
稲
垣
裕
亮
▽
執
行
役
員

東
京
総
合
事
務
所
長
兼
Ｂ
Ｉ

Ｍ
推
進
室
長
（
東
京
総
合
事

務
所
副
所
長
兼
Ｂ
Ｉ
Ｍ
推
進

室
長
）
戸
田
博
之
▽
執
行
役

員
管
理
本
部
人
事
総
務
部

長
（
管
理
本
部
人
事
総
務
部

長
）
小
林
崇

る
。

　

同
社
で
は
、
新
中
期
経
営

計
画
「
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｙ
２

０
２
５
Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ
３
」
に

お
い
て
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
新
技
術
開
発
の

促
進
を
施
策
の
１
つ
に
掲
げ

て
お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
の
高
い
ガ
ス
透
過
膜
を

使
っ
た
新
技
術
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。最
近
で
は
、

ガ
ス
透
過
膜
の
片
側
に
生
物

膜
を
担
持
し
て
逆
側
か
ら
生

物
反
応
に
用
い
る
気
体
を
供

給
す
る
「
Ｍ
Ｂ
ｆ
Ｒ
」
に
よ

る
バ
イ
オ
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
共
同
研
究
を
開
始
し
て
い

る
。
今
後
は
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
の

販
売
拡
大
を
通
じ
て
、
脱
炭

素
な
ど
の
社
会
課
題
の
解
決

に
貢
献
し
て
い
く
。

　

同
社
で
は
、
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
下
水
処
理
施

設
の
省
エ
ネ
化
や
、
施
設
統

廃
合
に
よ
る
既
存
施
設
の
能

力
増
強
な
ど
の
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
や
処
理
能
力
に
優

れ
た
新
た
な
排
水
処
理
法
と

し
て
、
２
０
１
７
年
か
ら
Ｍ

Ａ
Ｂ
Ｒ
の
研
究
を
進
め
て
き

た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
Ｏ

ｘ
ｙ
Ｍ
ｅ
ｍ
社
は
、
Ｍ
Ａ
Ｂ

Ｒ
を
初
め
て
市
場
に
投
入
し

た
企
業
と
な
る
。

　

フ
ソ
ウ
は
米
国
市
場
へ
の

本
格
進
出
に
向
け
、
１
０

０
％
出
資
の
連
結
子
会
社
Ｆ

Ｕ
Ｓ
Ｏ
ア
メ
リ
カ
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
１
日
に
テ
キ

サ
ス
州
に
設
立
し
た
。
子
会

社
の
主
要
な
事
業
は
水
イ
ン

フ
ラ
関
連
資
機
材
の
販
売
、

小
水
力
発
電
の
設
計
・
施
工
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
、
資
本
金

は
70
万
米
国
㌦
。
同
社
は
、

「
創
業
以
来
培
っ
て
き
た
水

イ
ン
フ
ラ
や
小
水
力
発
電
に

関
す
る
高
い
技
術
力
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
か
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

管
製
造
に
係
る
環
境
影
響
評

価
」
を
同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
水
道
管
、
下
水
道
管

と
も
に
、温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
お
よ
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
の
90
％

超
が
原
料
調
達
段
階
（
樹
脂

製
造
段
階
）
ま
で
に
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
口
径
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
製
品
重
量
は

増
加
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
も
増
加
し
て
い
る
。

　

近
年
、
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
経
済
活
動
に
お
い

て
環
境
へ
の
配
慮
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
、
環
境
に
配
慮

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
市

場
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
同
協
会
で
は
、

塩
ビ
管
の
原
料
調
達
か
ら
管

製
造
に
至
る
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
、

業
界
の
生
産
実
態
を
よ
り
反

映
し
た
形
で
定
量
化
し
、
広

く
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

調
査
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
原
料
採
取
か
ら
廃
棄
に

至
る
ま
で
の
、
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
、
環
境
汚
染

物
質
や
廃
棄
物
の
排
出
と

い
っ
た
、
環
境
へ
の
負
荷
を

定
量
的
に
評
価
す
る
手
法
で

あ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
手
法

を
用
い
た
。
塩
ビ
製
水
道
管

（
φ
75
、
φ
１
０
０
、
φ
１

５
０
）お
よ
び
下
水
道
管（
φ

２
０
０
、
φ
３
０
０
、
φ
４

０
０
）
を
１
㍍
製
造
す
る
際

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
算
定
し
た
。

ま
た
、
業
界
の
生
産
実
態
を

よ
り
反
映
す
る
た
め
、
原
料

調
達
段
階
ま
で
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
日

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
公
表
デ
ー

タ
を
、
塩
ビ
管
製
造
段
階
は

塩
化
ビ
ニ
ル
環
境
対
策
協
議

会（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の
公
表
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
。

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
は
、
第
22
回
下
水
道
管

路
管
理
技
士
（
主
任
・
専
門

技
士
）
の
更
新
講
習
の
受
講

者
を
募
集
す
る
。
有
効
期
限

が
２
０
２
３
年
度
末
も
し
く

は
２
０
２
４
年
度
末
が
対
象

と
な
る
。
受
付
期
間
は
、
３

月
１
～
19
日
。

　

下
水
道
管
路
管
理
技
士
の

資
格
の
有
効
期
限
は
５
年
間

と
な
っ
て
お
り
、
最
新
の
知

見
を
身
に
つ
け
技
術
・
技
能

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め

更
新
講
習
を
実
施
し
て
い

る
。

　

講
習
は
、
対
面
と
ウ
ェ
ブ

で
実
施
す
る
。
対
面
は
全
国

11
会
場
、
ウ
ェ
ブ
は
７
月

18
、
23
日
（
両
日
と
も
最
大

３
０
０
人
ま
で
）
に
行
う
。

更
新
手
数
料
は
同
協
会
会
員

が
６
６
０
０
円
（
税
込
）、

一
般
が
１
万
３
２
０
０
円

（
税
込
）
と
な
る
。

　

詳
し
く
は
、
同
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

　

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
協

会
は
１
日
、「
塩
化
ビ
ニ
ル

テ
キ
サ
ス
州
に
子
会
社
設
立

水
イ
ン
フ
ラ
や
小
水
力
発
電
で

フ
ソ
ウ

塩
ビ
管
製
造
の
環
境
影
響
評
価
を
公
表

樹
脂
製
造
段
階
で
９
割
超
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

塩
ビ
協

Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
で
独
占
販
売
契
約

水
処
理
の
省
エ
ネ
化
に
貢
献

三
機
工
業

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

Ｏ
ｘ
ｙ
Ｍ
ｅ
ｍ
社

ＭＡＢＲモジュールの概要

栃
木
営
業
所
を
北
関

東
営
業
所
に
統
合

ベ
ル
テ
ク
ス

川合市長（左端）を表敬訪問した（左から）山﨑氏、島氏、
安田社長

活発な質疑応答・討論がなされたＭＢＴＡ
講座

先端膜工学研究推進機構

東洋紡がＲＯ膜開発を講演

神戸大でフォーラム・講座

管
路
技
士
更
新
講
習
の
受
講
者
募
集

受
付
期
間
３
月
１
～
19
日

管
路
協

　

ク
ロ
ダ
イ
ト
は
こ
の
ほ
ど
、
高
浜
工
場
の
低
周
波

誘
導
炉
１
基
（
３
㌧
）
と
高
周
波
誘
導
炉
１
基
（
同
）

の
２
基
を
更
新
し
、新
型
の
高
周
波
誘
導
炉
１
基（
４

㌧
）
を
導
入
し
た
。
製
造
能
力
を
維
持
し
つ
つ
、
既

設
炉
よ
り
溶
解
が
早
く
、
電
気
使
用
量
も
削
減
で
き

る
と
い
う
。
ま
た
、
鋳
物
を
冷
却
す
る
ク
ー
リ
ン
グ

ド
ラ
ム
も
同
時
に
更
新
。
不
良
率
の
低
減
を
図
る
。

　

１
月
22
日
に
は
社
員
ら
関
係
者
が
参
加
す
る
な

か
、新
炉
の
火
入
式
を
開
催
し
、初
出
湯
を
行
っ
た
。

　

同
工
場
で
は
今
後
、
低
周
波
炉
２
基
（
各
５
㌧
）

を
高
周
波
炉
２
基
（
各
４
㌧
）
に
一
新
す
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
集
塵
機
も
更
新
し
、
労
働
環
境
の

改
善
を
図
る
。

新炉での初出湯のようす

　月島ジェイテクノメンテサー

ビス（ＴＪＴＭ）は、東京都江

東区に拠点を置き「Ｂリーグ」

のＢ３に所属するプロバスケッ

トボールチーム 「東京ユナイ

テッドバスケットボールクラ

ブ」と2023―2024シーズンのオ

フィシャルパートナー契約を締

結した。

　東京ユナイテッドバスケット

ボールクラブは、有明アリーナ

を拠点に東京ベイエリア（東京

湾岸・隅田川、東京東側エリア）

をホームとするプロバスケット

クラブ。バスケットボールやエ

ンターテイメントを通じて、新

たな出会いを生み出すクラブを

目指している。

「技術磨き社会貢献を」

水ｉｎｇＡＭ 技能五輪日本代表が川越市に表敬

新
型
の
高
周
波
誘
導
炉
を
導
入

溶
解
速
度
や
電
気
効
率
改
善

ク
ロ
ダ
イ
ト

記念グッズ贈呈式

バスケクラブと契約ＴＪＴＭ


